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残 暑 の 候 、 皆 様 に お か れ ま し て は ご 健 勝 の こ と と お 慶 び 申 し 上 げ ま す 。7
月
5
日 に 「 区 政 報 告 会 ＆ 歌 舞 伎 鑑 賞 教 室 」 を 開 催 い た し ま し た 。 歌 舞 伎 鑑 賞 教 室 は 「 実 演 を 交 え た 解 説 」

と 「 名 作 の 鑑 賞 」 で 構 成 さ れ て い て 、 初 心 者 で も 分 か り や す く 歌 舞 伎 を 観 賞 す る こ と が 出 来 ま し た 。今 号 で は そ の 模 様 中 心 に 報 告 さ せ て い た だ き ま す 。

発  行 ： え  び  さ  わ  け  い  こ

ひ ま わ り 会 事 務 局

連 絡 先 ： 〒 1 1 2- 0 0 0 3 

文 京 区 春 日 1- 9- 2 7- 3 0 2

ht t p: // hi m a w a ri k ai.i nf o

え び さ わ  け  い こ の 区  政  報  告
１ ） 1 6  年  ぶ り に 議  員  提  出 議  案  が  可  決 さ れ ま し た

 「 旅 館 業 に 係 る 計 画 及 び 適 正 な 管 理 運 営 に 関 す る 」 条 例 が 、 議 員

提 出 議 案 で 可 決 さ れ ま し た 。 ６ 月 1 5 日 に 民 泊 新 法 が 制 定 さ れ ま し

た  。 同  時  に  マ  ン  シ  ョ  ン  の  一  部  屋  で  も  旅  館 ・ ホ  テ  ル  が  で  き  る  な  ど 「 旅

館 業 法 」 も 緩 和 さ れ ま し た 。 文 京 区 議 会 で は 、 区 民 の 良 好 な 生 活

環  境  を  確  保  す  る  た  め  、 議  員  が  一  丸  と  な  り  、

①  住 宅 玄 関 と 旅  館 の 出 入 り 口 は 別 に す る こ と

② 簡 易 宿 所 の 入 り 口 に は 、 フ ロ ン ト を 設 け る こ と

③ 旅 館 を 開 業 す る 際 に 業 者 と 近 隣 住 民 の 協 議 が 整 わ な い 場 合 、

行 政 が あ っ せ ん を 行 う こ と

な ど を 盛 り 込 ん だ 議 員 提 案 条 例 が 可 決 さ れ ま し た 。 議 員 提 案 条 例 が

可 決 し た の は １ ６ 年 ぶ り の こ と で す 。

2  ） 都  バ  ス  車  庫  跡  地  の  活  用  に  つ  い  て  　

茗 荷 谷 の 都 バ ス 車 庫 跡 地 7 0 0 0 m 2 中

1 7 0  0  m 2 を 文 京 区 で お 借 り で き る こ と

に な り ま し た 。

文 京 区 で 借 り る と こ ろ に は 、 保 育 園 ・ 育

成 室 ・ 大 塚 地 域 活 動 セ ン タ ー ・ 本 の 貸 し

出 し 機 能 ・ 自 転 車 置 き 場 な ど が 出 来 る 予 定 で す 。

3 ） 介 護  施 設 が 新 し く オ ー プ ン し ま し た 。

認 知 症 グ ル ー プ ホ ー ム 、 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 、 訪 問 方 介

護 、 地 域 活 動 支 援 セ ン タ ー な ど が 入 っ た 複 合 施 設 「 グ ッ ト ラ イ フ

ケ ア セ ン タ ー 向 丘 」 が 新 し く オ ー プ ン し ま し た 。

車 椅 子 の ま ま で も 入 れ る お 風 呂 や な ど も 完 備 さ れ た 充 実 し た

施  設  で  す 。

「 区  政  報  告  会  ＆  歌  舞  伎  鑑  賞  教  室  」

午 前 1 0 時 に シ ビ ッ ク セ ン タ ー に 集 合 し て 地 下 鉄 に て 国 立 劇 場 に 向 か い ま し た 。
皇 居 の 半 蔵 門 の 前 に 建 つ 国 立 劇 場 は 、1 9 6 6 年 1 1 月 1 日 本 館 （ 歌 舞 伎 を 中 心 と す る 大 劇 場 ・ 文
楽  を 中  心  に す る  小  劇  場  ） が  開  場 し ま し た  。 劇  場  入 り 口  に は  連  獅  子  の  展  示  が あ り ま し た  。 座  席  は
高  低  差 が あ り 3  階  席 か ら も 全  体 を 見  渡 す こ と が  出  来 ま し た
坂  東  新  悟 さ ん  に よ る 【  歌  舞  伎  の み か た 】 の  解  説 を 聞  い た あ と 、 中  村  錦  之  助 さ ん  中  村  時  蔵 さ ん ら
出  演  の 【  歌  舞  伎  観  賞  】 を  楽  し  み  ま  し  た  。

【 歌 舞 伎 の み か た 】 で は 舞 台 の 特 徴 や 見 得 、 女 方 、 立 廻 り な ど 歌 舞 伎 な ら で は の 表 現 、 ま た 、 黒
御 簾 音 楽 や 竹 本 な ど に つ い て 解 説 が あ り ま し た 。
【 歌 舞 伎 観 賞 】 は 日 本 神 話 を 題 材 と し た 近 松 門 左 衛 門 の 名 作 「 日 本 振 袖 始 」 。 素 戔 嗚 尊 （ す さ の
お の み こ と ） の 八 岐  大  蛇 （ や ま た の お ろ ち ） 退 治 を 描 い た 場 面 「 出 雲 国 簸 の 川 （ ひ の か わ ） 川 上
の  場  」 を  観  賞  し  ま  し  た  。
毒 が 回 り 本 性 を 現 し た 八 岐 大 蛇 に 、 素 戔 嗚 尊 は 太 刀 で 勇 敢 に 立 ち 向 か い ま す 。 七 体 の 分 身 に
よ っ て 表  現 さ れ た 八  岐  大  蛇 と そ の  猛  攻 を か わ す 素  戔  嗚  尊 の 立  廻 り は 見 事 で 、 迫  力  満  点 で し た 。

観 賞 後 は 劇 場 内 の レ ス ト ラ ン 「 十 八 番 」 で お 弁 当 を い た だ き ま し た 。

最 後 に 皆 さ ん で 「 日 本 振 袖 始 」 の パ ネ ル の 前 で 記 念 撮 影 。
梅 雨 時 期 の 足 元 の 悪 い 中 ご 参 加 い た だ い た 皆 さ ま あ り が と う ご ざ い ま し た 。



平 成 3 0 年 9 月 の ご 案 内

え び さ わ け い こ 「 ひ ま わ り 会 」1 0 周 年 記 念 「 認  知 症 予 防  講 習 会 」 ・
「  懐  か し の  昭  和  歌  謡 を 歌  お う ！ 」 と 区  政  報  告  会 ・ 懇  親  会  の ご  案  内

連 絡 先 ： え び さ わ け い こ ひ ま わ り 会 事 務 局

〒 1 1 2- 0 0 0 3 　 東 京 都 文 京 区 春 日 1- 9- 2 7- 3 0 2
ホ ー ム ペ ー ジ ： ht t p: // hi m a w a ri k ai.i nf o

【 え び さ わ け い こ よ り 「 ひ ま わ り 会 」 の 皆 様 へ 】

● 平 成 2 7 年 に 文 京 区 の 前 期 高 齢 者 は 2 0, 9 9 9 2 人 、 後 期 高 齢 者 は 2 0, 9 3 5 人 で し た 。 し か し 、 団 塊 の 世 代 が 後 期 高

齢 者 （ 7 5 歳 以 上 ） と な る 平 成 3 2 年 に は 、 後 期 高 齢 者 の 数 が 大 き く 上 回 る こ と が 予 測 さ れ て い ま す 。 こ れ か ら ま す ま

す 介 護 人 材 等 が 必 要 と な っ て き ま す 。 え び さ わ は 、 介 護 人 材 確 保 と 同 時 に 介 護 人 材 の 定 着 を し っ か り と 図 っ て い く よ

う に 要 望 を し て い き ま す 。 こ れ か ら も 住 み 続 け た い 文 京 区 と 思 っ て い た だ け る よ う に 頑 張 っ て い き ま す 。 。

文 京 ぶ ら り 散 歩 「 文 京 探 索 委 員 会 」

■ 次 回 の お 知 ら せ 　 9  月 3 0  日 （ 日 ） 午 前 1 1 時 　 茗 荷 谷 駅 　 集 合 （ 飲 食 代 や 入 場 料 等 は 全 て 自 己 負 担 に な り ま す 。 雨 天 中 止 ）

① 伊 勢 ノ 海 部 屋

1 7 5 7 年 に 江 戸 の 大 相 撲 で 初 め て 縦 番 付 が 発 行

さ せ た 際 に は も う 既 に 存 在 し て お り 、 柏 戸 な ど 多

く の 力 士 を 育 て た 約 2 5 0 年 も 続 く 名 門 部 屋 。 元

幕 内 ・ 北 勝 鬨 が 1 2 代 伊 勢 ノ 海 を 襲 名 、 部 屋 継 承

後  、 江  戸  川  区  か  ら  文  京  区  に  移  転  し  て  き  た  。 幕  内  力

士 は 、 勢 、 錦 木 な ど が 所 属 し て い る 。 朝 7 時 半 か

ら 1 1 時  頃  ま  で  稽  古  を  見  学  す  る こ と も で  き  る  。

6 月 3 日 （ 日 ） 千 石 ～ 白 山 編

①  伊  勢 ノ 海  部 屋

④ 白 山 神 社

天 暦 二 年 （ 9 4 8 年 ） に 加 賀 一 の 宮 白 山 神

社 を 武 蔵 国 豊 島 郡 本 郷 元 町 に 奉 勧 請 し た

の  が  始  ま  り  。 御  祭  神  は  菊  理  姫  命  伊  弉  諾  命

伊 弉 冊 命 。 「 文 京 花 の 五 大 ま つ り 」 の ひ と

つ 「  文  京  あ  じ  さ  い  ま  つ  り  」 が 6  月  中  旬  に  開

催 さ れ る 。

② 東 洋 大 学 ② 東 洋 大 学 ③ 藪 蔦 ④ 白 山 神 社 ⑤ 八 百 屋 お 七 の 墓

⑤ 八  百  屋  お  七  墓 （  円  乗  寺  ）

江 戸 観 音  1 1  番 札 所 「 円 乗 寺 」 に 八 百 屋

お 七 の 墓 が あ る 。 墓 は ３ 基 あ り 、 中 央 は

寺 の 住 職 が 供 養 の た め に 建 て た も の で 、

左 側 が 近 所 の 有 志 の 人 た ち が 、 2 7 0  回 忌

の 供 養 で 建 立 し た も の 。 右 側 は 、 歌 舞 伎

役 者 の 岩 井 半 四 郎 が お 七 の 墓 と し て 墓 石

を 奉  納 し た も の 。

ス タ ー ト
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1 0 周 年 の 記 念 と し て 、 え び さ わ が 議 員 に な っ て 以 来 ず っ と 力 を 入 れ て 取 り 組 ん で い る 「 認 知 症 」 の 勉 強 会 を 下 記 の 内 容

で  開  催  い  た  し  ま  す  。 今  回  は  認  知  症  予  防  講  座  の  あ  と  は  生  演  奏  に  合  わ  せ  て 「  懐  か  し  の  昭  和  歌  謡  」 を  歌  っ  て  楽  し  み  ま  し  ょ  う  。

ご 多 忙 中 の と こ ろ 恐 縮 で ご ざ い ま す が 、 是 非 ご 出 席 く だ さ い ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

■ 日 　 時 ： 平 成 3 0 年 9  月 1 2  日 （  水  ）  午  後 ６ 時 よ り

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ １ 部 ） 午 後 ６ 時 よ り 　 「 認 知 症 予 防 講 習 会 」 「 懐 か し の 昭 和 歌 謡 を 歌 お う ！ 」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ２ 部 ） 午 後 ７ 時 2 0 分 よ り 　 「 区 政 報 告 会 ＆ 懇 親 会 」

■ 場 　 所 ： 護 国 寺 　 本 坊 　 　 ■ 参 加 費 ： 3, 5 0 0 0 円 　 （ 講 演 料 、 お 弁 当 、 飲 み 物 代 含 ）

お 申 し 込 み は （ F A X ） に て < 0 3- 5 6 8 4- 6 2 9 0 > ま で お 願 い し ま す 。

文  京  ス ポ ー ツ セ ン タ ー が
　 　 リ ニ ュ ー ア ル オ ー プ ン し ま し た 。

平 成 3 0 年 ７ 月 西 日 本 豪 雨 災 害 義 援 金 の 受 付
西  日  本  豪  雨  災  害  で  甚  大  な  被  害  が  出  ま  し  た  。 お  亡  く  な  り  に

な ら れ た 方 々 に は 、 深 く 哀 悼 の 意 を 表 し ま す と と も に 、 被

災 者 の 方 々 に は 、 心 か ら お 見 舞 い を 申 し 上 げ ま す 。

文 京 区 で は 、 「 文 京 シ ビ ッ ク セ ン タ ー 」 や 「 各 地 域 活 動 セ

ン タ ー 」 に 募 金 箱 を 設 置 し 、 平 成 3 0 年 1 2 月 2 8 日 （ 金 曜

日 ） ま で 義 援 金 を 受 付 け て い ま す 。 ご 協 力 を よ ろ し く お 願

い し ま す 。 お 寄 せ い た だ い た 義 援 金 は 日 本 赤 十 字 社 を 通

じ て 全 額 が 被 災 さ れ た 皆 様 に 届 け ま す 。

６ 月 3  0  日 に  茗  荷  谷

に あ る 「 文 京 ス ポ ー ツ セ ン タ ー 」 が

リ ニ ュ ー ア ル オ ー プ  ン し イ ベ  ン ト が  開  催 さ れ  ま し

た 。 文 京 区 の ホ ー ム タ ウ ン で あ る ド イ ツ フ ェ ア も

同  時  に  開  催  さ  れ  、 ベ  ル  リ  ン  市  ミ  ッ  テ  区  よ  り  贈  呈

さ れ た 東 西 ド イ ツ の 統 一 の シ ン ボ ル で あ る 「 ア

ン  ペ  ル  マ  ン  」 の  信  号  も  展  示  さ  れ  ま  し  た  。

護 国 寺 前 の 老 舗 和 菓 子 屋 「 甲 月 堂 」 の 石 川 百 明 さ ん に ご 指 導 い た だ き 、 バ ラ の 練 り 切 り

と 柏 餅 を 作 り ま し た 。 柏 餅 の 餅 は 粉 か ら 混 ぜ て 蒸 し て 付 い て 捏 ね て 作 り ま し た 。 最 後 に

餡 を 挟  ん で  蒸 し て 出  来  上  が っ た 柏  餅 は も ち も ち と し た 食  感  で と て も 美  味 し か っ た で す 。

季  節  の  和  菓  子  を  作  ろ う ！  バ  ラ  の  練  り  切  り と  柏  餅
茗 荷 谷 駅 近 く の パ ン 屋 「 キ ー ト 」 の 店 主 小 野 田 さ ん に ご 指 導 い た だ き 、 2 種 類 の パ ン を

作 り ま し た 。 チ ー ズ た っ ぷ り 茹 で て も ち も ち の チ ー ズ ベ ー グ ル と フ ル ー ツ た っ ぷ り で ほ ん

の り 甘 い ク リ ー ム チ ー ズ フ ル ー ツ パ ン 。 生 地 の 違 い も 楽 し め 美 味 し く い た だ き ま し た 。

パ  ン を 作 ろ う ！ チ  ー ズ ベ  ー グ ル と ク リ ー ム チ  ー ズ  フ ル  ー ツ パ  ン
6 月 1 7 日 エ ビ ち ゃ ん 食 育 隊 7 月 8 日 エ ビ ち ゃ ん 食 育 隊 6 月 1 7 日 エ ビ ち ゃ ん 食 育 隊 7 月 8 日 エ ビ ち ゃ ん 食 育 隊 




